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平成29年３⽉に新たな学習指導要領が告⽰され、⼩学校で令和２年度から、中学校で

は令和３年度から全⾯実施されることとなりました。今回の学習指導要領の改訂では、
各教科等の⽬標及び内容が、「知識及び技能」、「思考⼒、判断⼒、表現⼒等」、「学びに向
かう⼒、⼈間性等」という、育成を⽬指す資質・能⼒の三つの柱に沿って再整理され、
各教科等でどのような資質・能⼒の育成を⽬指すのかが明確に⽰されました。これによ
り、教師が「児童・⽣徒にどのような⼒が⾝に付いたか」という学習の成果を的確に捉
え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図る、いわゆる「指導と評価の
⼀体化」が実現されやすくなることが期待されます。 

「児童⽣徒の学習評価の在り⽅について（報告）」（中央教育審議会初等中等教育分科
会教育課程部会、平成31年１⽉21⽇）では、学習評価は、児童・⽣徒の学習改善につな
がるものとすること、そして、教師の指導改善につながるものとすることという⽅向性
が⽰されました。評価は、児童・⽣徒にとっては学習改善に資する情報であると同時に、
教師にとっては、⾃分⾃⾝の指導について「何がよかったのか」、「何が課題であったか」
を振り返り、次の授業改善につなげていく情報でもあります。そのことを、ぜひ、再確
認したいと思います。 

また、授業改善を進める際には、単元など内容や時間のまとまりを⾒通して、その中
で育む資質・能⼒の育成に向け、主体的・対話的で深い学びの実現を図ることが重要で
す。なぜならば、主体的・対話的で深い学びは、必ずしも１単位時間の授業の中で全て
が実現されるものではないからです。 

東京都教育委員会では、各学校が「指導と評価の⼀体化」を確実に進める際の参考と
なるように、平成 24 年３⽉に発⾏した「適正で信頼される評価の推進に向けて」を改
訂し、新たに「⼦供たちに未来の創り⼿となるために必要な資質・能⼒を育む指導と評価
の⼀体化を⽬指して」を作成しました。本資料は、学習評価の基本的な考え⽅を記載した
「理論編」と、各教科の具体的な事例を記載した「実践編」等で構成しています。 

学習評価について検討する際には、本資料と「学習指導要領解説」及び「『指導と評
価の⼀体化』のための学習評価に関する参考資料」（国⽴教育政策研究所、令和２年３
⽉）を併せて活⽤することにより、学習指導要領の趣旨に沿った学習評価の在り⽅につ
いて、より理解を深めることができます。 

各学校において、本資料を活⽤し、「指導と評価の⼀体化」を推進するとともに、主
体的・対話的で深い学びを実現し、⼦供たちに未来の創り⼿となるために必要な資質・
能⼒を確実に育んでいただくことを期待しています。 

 
令和２年９⽉ 

東京都教育庁指導部⻑ 増⽥ 正弘 
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